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Access 95や97の頃でも、SQL Server

などのサーバーサイドのRDBMSを利

用することは可能でした。しかし、そ

れは、ODBCという、今となっては古

い技術を通してデータベース上のデー

タを単に「利用」できるに過ぎません。

SQL Server上にテーブルを作るにもビ

ューやストアドプロシージャを編集す

るにも、SQL Serverの管理ツールを使

い、その完成品をAccessから呼び出す

というような、2元的な開発が必要だっ

たのです。

しかし、Access 2000から登場した

Accessプロジェクト（.ADP）は、その

形態を一変させました。SQL Serverや

MSDEのデータを利用できるのは当然

のこと、それらのオブジェクトを作っ

たり編集したりといった「生成／管理」

までをAccessで担当できるようになっ

たのです。Accessがユーザー用アプリ

ケーションであるとともに、SQL Ser

verなどの開発用クライアントツールに

発展したといえます。

そこで今回は、これまで行なってき

たアップサイジングの総仕上げとして、

Accessプロジェクトの概要とともに、

既存のAccessデータベース（.MDB）

をAccessプロジェクトへと移行する方

法について説明します。

MDBの問題点を解決

Accessデータベース（以下MDB）

をC/Sベースで利用するには、次のよ

うな問題点がありました。

MSDEのテーブルやビューを

“リンクテーブル”として扱うことし

かできない

ストアドプロシージャを利用

できるのは“モジュール”からだけで

ある

MSDEのオブジェクトを直接

生成したりメインテナンスしたりす
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ることができない

Jetデータベースエンジンお

よびODBCを経由するため、パフォ

ーマンスが十分でない

これらの問題を一気に解決してくれ

るのがAccessプロジェクト（以下ADP）

です。

ADPは、Jetデータベースエンジンを

一切使わず、OLE DBを介してMSDE

にダイレクトにアクセスすることがで

きます。さらに、MSDE上のオブジェ

クト自体を直接的にコントロールでき

る、C/S環境でのAccessクライアント

用ファイル形式です。

ADPの外観と特徴

次に、Accessのデータベースウィン

ドウの外観を通して、ADPの特徴を見

てみましょう（図1）。左側が従来から

のMDBのデータベースウィンドウ、右

側がADPのデータベースウィンドウで

す。

この2つのオブジェクトバーを見比べ

てみると、「ADPの“データベースダイ

アグラム”［注1］を除いて両者はまったく

同じ」ということに気付くはずです。

4問題点

ただし実際には、ADPの「テーブル」

の中味はMSDE上のテーブルであり、

ADPの「クエリ」はMSDE上のビュー

やストアドプロシージャなどとなりま

す。そして、これらは、ADPの次のよ

うな特徴を示しているといえます。

MSDE上のオブジェクトを、デ

ザインも含めて直接表示させること

ができる

フォーム、レポート、モジュー

ルなどは、ADPでもMDBでも同じよ

うに扱うことができる［注2］

つまり、ADPはMSDEに密接したフ

ァイル形式でありながらも、MSDEや
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SQL Serverの管理ツール「Enterprise

Manager」のようなサーバー側の開

発／管理だけでなく［注3］、従来通りの方

法で、フォームやレポートなどのクラ

イアント側オブジェクトも扱えるとい

う、広い守備範囲を持った形式といえ

るでしょう（図2）。

図1：MDBとADPのデータベースウィンドウ

注1）データベースダイアグラムは、MDBの“リレ
ーションシップ”と同等のものです。
注2）ただし、前号で説明したように、ADPでは、
モジュールからテーブルなどにアクセスするには
DAOではなく「ADO」を使わなければなりません。
このように、オブジェクトの種類は共通でも、そ
の中味すべてがまったく同じというわけではあり
ません。
注3）ADPでは、特定のデータベースサーバーかつ
データベースのみが対象となります。多くのサー
バーやデータベースを管理したり、より高度なサ
ーバー側の開発／管理を行なったりする場合には、
やはり専用のツールのほうが充実した機能を備え
ています。
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図2：ADPに含まれる守備範囲

MDBに慣れた開発者やシステム管理者には以下のような面倒な面もあります。

・Accessだけ起動してもADPファイルのオブジェクトの中までアクセスすることが

できない。常にMSDEを起動しておくことが必要

・MSDEにアクセスできるLAN内であれば基本的には開発したADPファイルを配布

するだけで済むが、ネット公開や販売など、広く配布する場合には常にADPと

MSDEをセットで配布する必要がある。当然のことながら、ユーザー側では、サー

バー側とクライアント側両方のセットアップを考慮しなければならない

ADPのデメリット
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